
■ デジボーグ５０FL で 絞りＭ５７ 【７０５７】 を使用する場合の組み合わせ例
無限遠でピントが合う組み合わせの一例です。
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①　デジボーグ５０FL　絞り M５７ 【７０５７】 使用例

③　デジボーグ５０FＬ　絞り M５７ 【７０５７】　＋　マルチフラットナー１.０８ｘ【７１０８】 使用例

※絞り M５７ 【７０５７】 を対物レンズの直後に挿入します。
※望遠レンズセット付属の 【７６１０】 を別売の 【７６０９】 へ変更しないと、 無限遠にピントが合いません。

※マルチフラットナー１.０８ｘ【７１０８】 を使用する際は 【７０００】 を 【７９２３】 へ変更しないと性能が出ません。
※望遠レンズセット付属の 【７６１０】 を別売の 【７６０９】 へ変更すると、 最短撮影距離は約６ｍになります。
　 望遠レンズセット付属の 【７６１０】 を使用すると無限遠にピントが合わず、 【７６０８】 の場合は近距離にピントが合いません。

【２５５１】 【７６０８】【７０５７】 【７８６０】 【７４５７】 【７６１５】 【７６１６】 【７６０９】 【７０００】

②　デジボーグ５０FL　絞り M５７ 【７０５７】 使用例 （テレコンバーター併用）

※テレコンバーターは目盛りを４００の位置で固定します。 （テレコンバーター GR 【７２１５】 も同様の組み合わせです）
※望遠レンズセット付属の 【７６１０】 を別売の 【７６０９】 へ変更しないと、 無限遠にピントが合いません。

【２５５１】 【７６０８】【７０５７】 【７８６０】 【７４５７】 【７６１５】 【７６１６】 【７６０９】 【７０００】【７２１４】

【２５５１】 【７６０９】【７０５７】 【７８６０】 【７４５７】 【７６１５】 【７１０８】 【７９２３】
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⇒カメラ側の接続方法は、 ２ページ目をご覧下さい。

⇒カメラ側の接続方法は、
２ページ目をご覧下さい。

⇒カメラ側の接続方法は、 ２ページ目をご覧下さい。

※三脚に固定する場合は鏡筒バンド６０φＳ

【７０６１】 を使用してください。



■ カメラマウント使用時の注意

フランジバックの異なるカメラに対応するため、 カメラマウントに

よっては、 図のように延長筒を併用する必要があります。

延長筒を使用しないと、 近距離にピントがこない、 補正レンズ

の性能が出ないなどの問題が発生します。

←レンズ側

最終更新日　2011/06/16

※各社用カメラマウントは別売です。

[７９２２][７９２１]

[７９２１]

※各社用カメラマウント
[５００２～５００９, ５００２１]

マイクロフォーサーズ用 [５０１１]
ＮＥＸ用 [５０１３]

フォーサーズ用 [５０１０]

レンズ交換式
カメラボディ

マイクロフォーサーズカメラボディ 
ＮＥＸ カメラボディ 

フォーサーズカメラボディ

カメラマウントホルダーM
[７０００]

Ｍ５７→Ｍ４９.８ＡＤＳＳ
[７９２３]

マルチフラットナー
１.０８ｘ [７１０８]

←レンズ側
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